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 先週の月曜日（30日）、インフルエンザまたは発熱により、欠席・早退する

生徒がかなりの数に上りました。詳しくは、お渡しした文書に書いてあります

が、２年生は 20％を超えています。これでは、授業を進めることができませ

んし、何より罹患者を増やさないようにするために、２月３日（金）まで学年

閉鎖の措置をとることにしました。土・日も含めると実質６日間でした。 

 本日（２／６）から閉鎖措置を解除しましたが、全校でまだ３人インフルエ

ンザで欠席していますし、新年度になってから流行することもあります。まだ

まだ気は抜けませんので、各自で予防に努めるとともに、高熱の場合などは無

理をせず、自分や周りの人のためにも必ず病院で受診するようにお願いします。 

 なお、部活動等も今週から再開することになりますが、他校との交流は可能

な限り避けることが望ましいと考えます。 

３年生の取組 「ありがとう大会」展開中 

 ３年生の学年通信に掲載された記事を紹介します。「ありがとう大会」とは、

「悪いところを探すのではなくて、よいところを見つけよう」というねらいで、

３年生の学年執行部が考えました。 

 

 

 

というものです。 

よくよく考えてみると、「ありがとう」という言葉が発せられるのは、相手

の「思いやりの心」に対してです。学年全体で「ありがとう」が飛び交うとい

うことは、「思いやりの心」が交流しているということになります。学年みん

ながよい気持ちになる素敵な企画だと思いました。 

 

 
 ２月３日（金）、花巻市文化会館大ホールにおいて、今年度の花巻市児童生

徒栄誉賞の授与式が開催されました。本校からは以下の２名が表彰されました

ので、お知らせします。 

○岩手県中学校総合体育大会剣道競技 男子個人戦準優勝 

○中学生の税に関する作文コンクール 花巻市長賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度の新入生がやってくる －明日（2/7）は新入生体験入学－ 

 ことあるごとに、「下級生から目標とされるような上級生になれ」というこ

とを話してきましたが、１、２年生にとってはその最初の機会です。 

   ○ 授業を受ける態度や様子  ○ 教室や廊下の印象 

   ○ 説明のしかたや話の聞き方 ○ 部活動に取り組む姿 

などなど、行動で示すことを期待しています。 

 

 

  

 地球上にはあらゆる生物がいます。私たちは奇跡的に人間として生まれてき

たからこそ、自分の意思で「生き方」を選択する権利が与えられています。 

 その特権を、「自分勝手なこと」だけに使っては、牛や豚にも劣る行為では

ないかと思います。いくら賢い犬や猫でも、自分の意思で生活すること自体許

されません。ましてや、自分の生き方を変えることなど到底できないことです。 

 せっかく人間として生まれてきたからには、一人ひとりが人間として生まれ

てきたことに感謝し、この特権を最大限生かして、次世代にバトンタッチする

使命があります。 

 

学校給食から放射性物質は「不検出」 
 １／24の給食について、放射性物質（セシウム 134・137 とヨウ素 131）

が含まれていないか検査をしました。市内の学校給食を一斉に検査したの

ですが、すべて「検出限界値未満＝30ベクレル未満」でした。 

 結果については、空間放射線量と同様に花巻市のホームページから入り、

教育委員会小中学校課のトップページに進むとご覧になれます。厚生労働

省が定めた「食品等の暫定基準値」も掲載されています。 

各地でインフルエンザ急増中 

その日、何回「ありがとう」と言ったかを調べることで、

たくさん「ありがとう」を発してもらおう 

人間としてどれだけ生きたかではなくて、 
どのように生きたかのほうが大切。 

凡事徹底 


